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リサイクルを見据えた提案型家具の研究（第1報）  

着脱しやすい金具の開発  
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要旨   

ソファの骨格を担うフレーム部ポーの分離が容易となる接合方法を研究開発しノた．開登Lた金具〝〕うちげ）4種を取り付け  

たフレームを製作し強度試験を行／〕た．ステーブル を用いて製作した従来のフレームと比較した場合】背もたれ等の接合  

に不安が残ったもの〝〕座面の接合に／ついては特に問題はみられなかった。  

1▲  はじめに   

循環型社会形成推進基本法を礎としノ商品分野別〝〕リサ  

イクル関連法が制定されてきたことにより，廃棄物の低  

減や再利用卜再生利用化への取組みが加速してきた．   

木製家具分野においてはリサイクル関連の法規制化が  

なされていないため本格的な施行に名二f二の猶予があるも  

のの，修理や部占占交換に上る長寿命化への移子J二，廃棄物  

晶のリサイクル資淋化へ〝）推進等を図るためj 製造段階  

から部品ごとに分離分別しやすい構造設計に改善するな  

ど早急な対応が求められている．   

木製脚物家具（ソフ㌣）の現状として，ソファ〃）骨格  

を担うフレームげ）一例（以下牒藩論－と記す）をFig．iに  

示した血 材料は両サイド町隕軋 背枠及び等木部材には  

合板が，また僅面や背の部材を構成する横集材には木材  

が使用されている〈 部材同十の接合は角木等を添え  

たうえ接着剤を併用したステー∧∴ノリル接合が主流で ある．  

このフレームを分離するには作業げ）困難さと危険性がr′  

想されることから，ステーブル接合に杯わる接合方法経  

びに分離分別び）容易さを配慮したフレー¶ムについて検討  

することとした．  

2． 実験方法   

2．1金具の開発   

日常の使用時には安仝性が充分に確保され）修理など  

〝〕メンテナンス暗や廃棄暗には分離分別が容易に了i二える  

ような接合ん法に／ついて検討した。建築分野では特にツ  

ーバイフォーイi三宅に各種金具が用いられているが，／Hd  

家具版の金具としてF毎－2及びFig血3に示す っ〝）タイ  

Fig♭2 板バネ差し込み金具  

Figさ1 フレーームの一例（従来品）  Fig。3 着脱金具  

】  95 －   
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ネジ皇＝06佃でぁろ．   

2，3 金具の強度試験   

2．3ノて 試験片   

試験片V）模式図をFig。5に示す．1㍍封〕×T12Yl」別jn‖－＝ハ  

合板げ〕中央部に両受けタノ 甘板バネ金共及びコーーナー  

夕イブ〃ぅ着脱金具を木ネジ〔ど）4×上一川mm）にゝr匝†正しノさ  

さらに伍朋頼T20×1」5〔）（）mmのウ1一夕ーーガム材を金具に  

装着し木ネジで岬霊㌻！ナ   

比較対象としてステーブルを用いて接合した試験片で  

接着剤を併削ノたいr）とLないを）爪を用首し／た．接着舟  

にご土酢酸ビニル樹脂系接着剤を，よたスナープルには1摘  

×Tlん2×1J32mm〔りし形状〔りむ〃〕を用い（）．7町出川上力で取  

り／）けた∴試験片の個数に一条件に／」き5本とした   

2．3L2 曲げ試験   

ノノ能試験機嵩冊月＝インストロンジャパン麻製）を用  

いクロ∵スノ＼ツドスヒ十ド5m町／一山11で中央集中荷重の曲  

げ試験を行／〕た 是人荷重を求め接合部〃）強さを評価L  

た．力を加えるガ「裾よ，金具に対Lて木材を装着するノノ  

向（hlSPrl：以卜 う11方向と記す）〕脱出させる方向  

（ps（二aPP：以トイs方向と記す）及び横向き〝）方向（F∃1（j〔ゝ：  

以卜siん「句と記す）♂）：うプチ向とした（Fjg。6）．   

なお上記試験に先キち，ウオー¶ターガム材の曲げ特性  

を調べるために，スパン 小江加m クロスヘッドスヒーート  

5mm′／mjilの条件でこう点曲げ試験を行った 

Fig．4 金具を用いたフレーム（試作JL）  

プを考案した。   

金具及び潮材び〕固定法には分離が国難な接着剤やステ  

ーブルは使用しノないこととし，木ネジによる同定締結を  

基本とした．それぞれぴj金具の特徴は以卜のとおりであ  

る．   

板バネ差しノ込み金具（以卜板バネ金具と記すト且 板  

バネの弾力性を利用して木材を差しノ込み固定するタイプ  

げ）金具である㌧ 汗申受けタイツと片受けタイプを製作．   

着脱金具は金属板の端に突起部を設け木材に庄石綿持  

させ「右！定するタイプの金具である，L型のコ一肌ナ一夕イ  

ブと乍板択フラットタイプを製作．   

いずれ♂）金具も厚さ1mmの炭素丁具鋼（SK5ルi）を用い  

た．接合する木材の標準断面、J▲法を俵730mmXT20mmに設定  

しその寸法に適応するように金具を製作Lプニ なお  

F上g。3 のフラットタイプの着脱金具は部材同上の矧ぎ接  

合用とLて製作．   

2．2 金具を用いたプレロムの製作   

前述の金具を用いて分離分別式のソファフレーーム（以  

卜試作品と記す）を製作した（Fig．4）（従来品に准ずる  

形状とL外、H去もⅥ520×1）735〉Ⅷ695用mと同様にLた．材  

料は′ヱ、12mn－及び‘Ⅰ、1日mm〝〕合板及び酢封〕×T2（〕×L3渕ク496フ  

660mmのウオーター 【ガム材を使川しノた．   

試作品の特徴としノては廃材の低髄化を加味したノキ∴ご，  

木材部晶のモジュトル化の試みとして断面、才一法を1～T：う0×  

’l’20mnlに統 一した．なお，使≠しノた令見は4種こう0個）木  

Fig．6 す膵付け章（i－」ノノ「さしゝ予1ノブ回 1ノJ‥ノり）  

2．4 ヲ♭此血ムの強度試験   

木製家具の此度試験法は日本丁業規格しHSS1203今宇で  

定められているが，完成した製品が対像であり製作過程  

〃）ものさ土規約にない，それに上町筋述した試作晶と従来  

．主ご－とを、比較する形式で評価を行一′Jた   

試験にに家具錮＝空試験機（牌」こ倉製作「軒製）を川いた．   

カを加える方位＝ト，勅扇 Fr宇もたれ5 晋宇）たれし′）横力＜  

向の：きノノ▲向としノた．力は所定の位置に川車用1え，各しrlに  

とに少なくとごさ、iO秒間緯度維持tノた。負荷による都府≠  

恕位けコ 変位計（、肝1〔）0（東京側器製：最大数位H瓶1m）  

及び〔1蜃井｝5（掛甘酢器製：最大変位5†－ー－－）を用いて測定  

した．負荷片向及び変位計取りイ、＝十位置〝）椎ユて図を  

Fig。7に示す  
Fig。5 金具の臓度試験（模式同）  

仙・96・仙   
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Fig丘7 フレーー ム（ノ）強度試験（模」二〔図）  
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3】1金具の強度に＝咤斗で  

／㌻回試験に供したウォーーターーガム材は＼含水率15∴弓〔シで一  

軒女0。77g′ノ′cmくでふったレ スハン」紺）mm〝）ニう点曲げ試験  

によ／〕ゝL長姉たデし一 夕をTable ＝÷ホす   

各種接合部材の曲げ試験結果（最人荷壷）をFjg．8に  

示「仁 ′l120mm及びn伽mいずれの揚を含もステーー プルを用  

いた接ノ合部材が最む高い値をホLた。そ仇）際接着剤の有  

無による違いはさほどみられなか／）た．   

金具による接合では，jrlノノ向の負荷すなわち木材を装  

着す滋ノナ向に力を加えた場合，ステし「フル接合による強  

度値と比較的近い値を示した．   

si方向〝）負荷すなわち横向きの方†ご11にノノを加えた場  

合ほ＼hl方向とほぼ同様な植を示した章）〝〕のステー∴′／レ  

接合と比較すると約60（）イ）の臆さでしノかなかった  

i‖ノバ7童及びsi力‾向の力に牒してはぅ 金具の 几億がt）  

ここうど木材を支える覚りL7〕役割を糾うことから，ある手【盲！  

度椚耐力／ド発揮1れるむのと考えられる．紆放と金具げ〕  

取り付け方法 丹那甘木ネジ固定）を改善t．恭具本体（ノ〕  

固定をj二里軋郵こすればさらに高い強度佃芳雄二られるも  

甑㍍el －ナか㌦ダーガム相葉曲げ特性  
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試作品  

従釆品  
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負イ‖fした也数（山j  

（ノト杓白「に1∴う4k＼の負荷を加え′た二場√‡）   

Flg。9 檀面びjたわみ  

Fig．‖ 着脱金美β琵王二ー：げ〕逸脱  

干の遠いがみ〔っれた 座枠の開き≦ニ／」いてはコ1（けて川〔ノ7）  

魚荷を加えた際の匡腫雄沌万㍑ たところ従来品が  

（〕．000～ト0．棋王誉†肌㌔試作品さい）。〔）し）上5～0ん洞）2ユ上、～ldでいず  

れぴ〕フレーームも）座杵叫謂きはほ士んどない二上甘確認で  

た ＞   

次の製作卜程で～Lクッション性をイ寸ナする＝揮］で捏面  

部に丁、ラストテ・一ソ。コイルスプリングやウレタンフォ  

ーム等1が取り＝∵ナられる．そCリためフレームはさJ」に  

補強されることか行∴今回厘廟部材の接合に用いた板バ  

ネ差しノ込み企具は軋璧L」ラミ」に間匙けユニいさJCリと判断できミ．   

3】2．2 水平方向の負荷に対して   

背モ）たれを構成する笠木び叫J丸部にOh41kN〝）負荷を  

水平方向にiO 同加え，フレーームの破損状況な「：）びに  

Ⅲ訳ほ血m〔7）位置における背もたれの変位を調べた。   

従来品狩場合け接合部及び部材に種紺勘ヒ認められなか  

′J∵むの折＼言動乍晶折り訂iF g。11に示すとおり座柑と  

背枠を接合しているフラットタイプ裾前脱金具の突起部  

が抜り∴」二／）て部ノり「鞘1境間が生じた 

Fうg。ヱ2に苦らたれ（′誓寸〕侶変位量をイン仁，い1巨＝！  

の魚苗祐一加えた際に従来品がゝ翫m移倒すろのに対し／て  

OC105  

0．004  

1試作宗（左）  言式作品（右）  

料∴従来雇（左）  従来品（右）  
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0  2  ∠1  6  8  10  

負荷Lた回数（同）  

（座面に1∴j4kNのそiイ1ごfをノ」ロえた場合）   

Fig。ま0 座枠叫描き  

らりと思、われる，  

〔上た三 方小畑勘甘行なれ亘〃ト抒を脱付させる方向にノ」亭了  

加えた場合は1木凝を支える′受けがなく結j71う木ネンと放  

バ不仁′）弾力だりで耐えることとなるた机に，削鯉〃）：ち方  

向レ■）負荷では最も伍√強度偵を／うミlノた．   

3．2 謬♭mムの強度につ照代   

3。2 て 下向き釣魚荷に対して   

軌仙巨史郎に1∴う4k’＼いノ）負荷呑了卜「壬うjきに10珂加ズ∴ノ  

し小一ムル破損状況な〔Jびに座1鋸7）たわみ，庵杵叫針き〔り  

捏度を諦／＼／J   

企ユしを用いて聾謹作した試作品とスナー∴プ′しむ用いて製  

rl三した字ノ亡姑㌔L∫はJノこき∴二接れ甘軋び鮎材二破損ミ、主認Jゝ／ノレ、ノ，jし  

7し÷ニンいノー〕ト  試作㍊れ果汁」亀有卜阜引辟捌直川お㍉‾「ト†り  

三けタイプ出陳バネ金具を用いた′がコ 余技に対して木材  

ノを・装キぎトトろ方r∴＝ニカをノ」ルモているた膏）に「折什が発揮され  

たらいと推測てきる．   

F哀g。9に痩面しりたわみ〃）状況亭∴モた言ごは∴はりこ汀川肋m  

い位置：…二おける履枠小牒はけ雄雷′′∫ゝ二＞／jニゝ’  座面椚′∫∵巨′し⊥  

／〕いてに従軋㌧㌔Jが に1∴抽汀上プrわ÷再刊二対Lご試作．i－∫しり場  

含は釣Lう倍≠パーを珊mLり射’itr二量を・ホしク、ソション性に睾  

試作品  

1ム 従来品  
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隊血試作品  
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0  2  4  6  8  10  

魚荷Lた回数（同）  

（側方より0．16k＼げ）負荷を加えた場合）   

Fゴg。14 背手〕たれ釣側方変位量  

ほ）フレーームの種油‖「央狛二1∴ミ4kN♂〕｛≒荷を加える′実   

験により5板バネ芹L込み金具他用による座両部材び）   

接合に強度的に問題ないものと判断できた  

（ごi）背もたれの水平方向に（トユ1k＼の負荷をさまた背もた   

れの様方「－1」に0。33k＼げ）負荷を加える実験では，座杵   

と背枠を接合しているフラットタイプ〝）着脱金具が   

逸脱またはゆるみ，背もたれの水平ノノ向並びに横ノノ丁司   

に大きなゆがみが生王た．  

↑後フレームについては強度に対する信組が確保でき  

るようにク また作業ノ性やコスト的な面も考慮に人れて再  

度接合方法を椴言寸する。   

さらにクッション材料や張地等げ）取りト廿日二程に≠）言  

及し分離分別LJくこすいリサイクル対応型ソフ∵をトータ  

ルに検討するリ  
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Fig．13 等木部材♂）亀裂  

作品土机′i．丹二′け）1（う。Rmnl〔り変位量をホし／た．∴れは前述  

Lたとおり座瑠号「昔枠を接合Lてい㌃首脱金具が魚苗主  

よ／つて逸脱L／たことが原閃L）そLりために「拝もたれを構  

成する部材骨大きく後方に押L＝されたためである。   

金具による接合強J如ミ充分に確妹される」二うに，例え  

ば突起部〃）形状ヤ取り付け方法をj二夫－仁うこと，金具の  

接地面碩1現状100〉く1（）（〕mm）を甘能なかぎりノム紬こ設け  

ることなど更なる改善が必要である．   

3．2．3 横方向の亀荷に対して   

背もたれ〝）横方向に（〕。16主くN及び0∴う：うkNの負イ1■手j：をそ  

れぞれ川巨肋［しモう フレームの破損状雨宮ゾ言杵1購舗m  

〃〕位置における背もたれの側ん変位を調べた   

従来品れ掛計は仇㍊kい）負イ‡鉦二対して接合部及び部  

材に破損は認められなかった」バ〕の，試作ムの方は  

Fig。13にホすとおり0。21kN〃）力が力【†わった段階で笠木  

部材にせん断に上ろ亀裂が生じた．   

Fig。i4に（）．16kNの負荷を加えた際の蕾む′てこれの側方  

変位量をホす．H）回＝卯真荷む加えた際に従来品が  

㌘一拍帖移動すかノ〕に対L∴試作占．≡」は9垣廿持パカーffを加え  

た段糖で紡ご．2住持）61。5Ⅰ¶m〔ハ変位是をホLた。二れは  

ニミ。2ゼ2 で記述したように座枠と背枠を接合する石脱金具  

〝）取す寸けが不充分て〔訪〕′）たたれ 十字≠）たれを構而いる部  

材が横ん向（け力に対して祇抗ノゝJがなく大きくゆが／しだた  

めと推測できる．  

∴   三∴∴∴   

今回部材≠着脱出し／ぺ）十さと、う観点か八 木ネジに  

よる固定雄掃かむ基本守した二つ侶タイ丁の金具む考案し 

／込み国  方が板バネ直弾ぺ性を利用Lて 

定するタイプしり金手もで，他方が金属板〔り端‡に′魚起部を設  

け木村に圧着締結させ固定すろタイプの金具でこミ〉）るh   

金具及び金具を川いたフレ山ム「り強ノ耕キ他に／穴、て′実  

験し以卜〃〕結深∴ろミ得L二」れた  

（iト考ノ焉t／た金！封二おいて，木材を装逐日るノ／向び）ノルニ射   

し′r仁Lスケーブルを川いた従来の接骨と比較的近い   

強度偵をホし  

岬 99 …   


